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令和２年度中小企業・小規模事業者関係 

概算要求等の概要 

―経済産業省― 

 

 経済産業省は去る８月３０日、令和２年度予算の概算要求額を発表しました。 

 令和２年度予算における経済産業省中小企業対策費は、平成３１年度当初予算を２６９億円上回る１，

３８６億円を要求しています。今号では中小企業・小規模事業者関係の概算要求等の概要について紹介

します。 

 

１．令和２年度中小企業・小規模事業者関係の

概算要求の概要 

（１）事業承継・再編・創業等による新陳代謝

の促進（２３２億円） 

〇親族以外の第三者による事業承継の促進

【創設】 

 後継者不在の中小企業について、親族以外

の第三者によるＭ＆Ａ等を通じた事業承継

を促進するための措置を要望。 

〇創業後間もない中小企業の更なる成長の

促進【拡充】 

 個人によるベンチャー投資促進税制（エン

ジェル税制）の対象となるベンチャー企業

の要件緩和を要望。 

〇事業承継・世代交代集中支援事業 

 【５０億円（新規）】 

  事業承継を契機とした事業者の新たな挑戦

のための設備投資・販路拡大や、後継者不在

の中小企業者におけるトライアル雇用等を

支援。 

〇中小企業信用補完制度関連補助・出資事業 

【８２億円（拡充）】 

  信用補完制度を通じた円滑な資金供給支援

や経営改善を必要とする中小企業者に対する

経営支援を行う。 

（２）生産性向上・デジタル化・働き方改革（４

２４億円） 

〇ものづくり・商業・サービス高度連携促進

事業       【７０億円（拡充）】 

 複数の中小企業・小規模事業者等が、事業

者間でデータを共有・活用することで生産性

を高める高度なプロジェクトを支援する。 

〇地方公共団体による小規模事業者支援推進

事業【２０億円（拡充）】 

 地方公共団体が小規模事業者等に対して、

経営計画を作成する取組みや、その経営計画

に基づき販路開拓に取組む費用や事業継続

力強化に資する取組みを支援する。 

〇共創型サービスＩＴ連携支援事業【２０億

円（新規）】 

 中小サービス業等の分野で、ＩＴベンダー

と中小企業等が共同で既存のＩＴツールの
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組み合わせ等を行い、当該ＩＴツールの汎用

化による業種内・他地域への横展開を目指す

取組みを支援する。 

〇ＡＩ人材連携による中小企業課題解決促進

事業【１５億円（新規）】 

 ＡＩ活用意欲のある中小企業と、ＡＩの技

術能力をもった人材をマッチングし、協働で

課題を解決することにより、中小企業とＡＩ

人材の連携を推進し、中小企業の生産性改善

を促進する。 

（３）地域の稼ぐ力の強化・インバウンドの拡  

 大（２９７億円） 

〇地域未来投資促進事業【１５８億円（拡充）】 

 地域でのイノベーション創出に向けた支

援体制を強化し、事業化戦略の策定、もの

づくりやＡＩ人材を活用したサービスの開

発等を支援する。 

〇ＪＡＰＡＮブランド育成支援等事業 

【２１億円（新規）】 

 海外展開等に当たって、中小企業が行う新

商品・サービス開発等の取組みに対して支

援する。その際、ＥＣやクラウドファンデ

ィング、地域商社など海外展開等のノウハ

ウを持つ支援事業者を活用した取組みに対

し、重点的に支援する。 

〇地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進

事業        【１０億円（新規）】 

 地域及び課題を横断的に束ねて解決する

モデル作りを支援すること等により、企業

の創業・成長を通じた地域と企業の共生を

促進する。 

（４）災害からの復旧・復興、強靭化 

 〇中小企業等強靭化対策 【（独）中小企業

基盤整備機構運営費交付金の内数】 

  中小企業の計画策定支援に加え、商工団体

の経営指導員などを中心に防災・減災対策の

指導が可能な人材を育成する。 

（５）経営の下支え、事業環境の整備 

 〇よろず支援拠点や商工会等による働き方改

革を含む経営相談等を実施。 

 〇下請Ｇメンによる事業者へのヒアリング結

果や産業分析等を通じて、中小企業の更なる

取引条件の改善を推進 

 〇中小企業の経営指導（経営発達支援計画等）、

資金繰り支援（政策金融・信用保証、マル経）

などに引き続き粘り強く取組む。 

※令和２年度中小企業関係概算要求等の詳細に

つきましては、下記の経済産業省ホームページ

をご覧ください。 

https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy

2020/index.html 

 

◇ 富山県（地域別最低賃金）が１０月１日か

ら時間額８４８円に 

 

 富山県（地域別）最低賃金が時間額８４８円

に改正（時間額２７円の引上げ）され、１０月

１日より発効されます。 

 本最低賃金は、正社員、嘱託、パート、アル

バイト等の呼称を問わず富山県内の事業場で働

くすべての労働者に適用されるもので、県内労

働者の労働条件の確保・改善に大きな役割を果

たしています。なお、許可なくこの金額に満た

ない金額で労働者を使用すると最低賃金法違反

となります。また、この最低賃金より高く定め

られている産業別最低賃金が適用される業種も

あります。 

 富山労働局では、最低賃金の引上げに向けた

元気いっぱいのファーストバンクです。  
新オートローン・新型住宅ローン 

                富 山 第一 銀 行 

https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy2020/index.html
https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy2020/index.html
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中小企業・小規模事業者に対する生産性向上等

の支援のため、「働き方改革推進支援センター

富山」（委託事業）において、賃金引上げのた

めの経営・労務管理や中小企業最低賃金引上げ

支援対策費補助金（業務改善助成金）の活用に

関する相談等の支援を実施しています。 

【富山労働局労働基準部賃金室】 

ＴＥＬ．０７６－４３２－２７３５ 

【働き方改革推進支援センター富山】 

ＴＥＬ．０７６－４３１－３７３０ 

 

◇ 令和元年度『とやま健康経営企業大賞』表

彰企業を募集します 

 

１.募集概要 

 従業員の健康づくりに取組む企業を募集・表

彰します。（５企業程度）今年度は、特に、次

の５分野で県内企業への横展開が見込まれる取

組みをされている企業等の募集をお待ちしてい

ます。 

① たばこ対策、② 健診・健診受診後の取組み、 

③ がん対策、④ 生活習慣改善（食生活・運動

習慣など）、⑤ その他健康づくりの取組み 

２．応募資格 

県内に本店又は主たる事業所を置く企業、法

人、団体及び個人事業所で、「とやま健康企業

宣言認定企業」（健康企業宣言富山推進協議会）、

または、「健康経営優良法人認定企業」（経済

産業省）です。 

３．応募方法 

応募用紙に必要事項を記入の上、取組みの概

要がわかる資料や写真等があれば添付し、メー

ル、ＦＡＸ又は郵送で提出してください。（自

薦、他薦は問いません） 

※応募用紙は、こちらからダウンロードできま

す。 

富山県健康課ホームページ 

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1205/ind

ex.html 

 

４．応募締切  

令和元年１０月７日（月）（郵送の場合は、

当日消印有効） ※表彰式は、１２月を予定して

います。 

５. 応募制限 

過去に『元気とやま健康づくり企業表彰』(平

成 26～27年)、『のばそう健康寿命！健康づく

り企業大賞』(平成 28～29年)、『とやま健康経

営企業大賞』（平成 30年）を受賞された企業は

応募できません。 

６. 応募先・お問い合わせ先 

〒930-8501 富山市新総曲輪１－７  

富山県厚生部健康課健康増進係 

ＴＥＬ．０７６－４４４－３２２２ 

ＦＡＸ．０７６－４４４－３４９６ 

E-mail．akenko@pref.toyama.lg.jp 

 

◇ ディスカッションフォーラム「広域の魅力

をつなげる；伝統技術を活かした魅力の創造」

の開催について 

 

 経済産業省中部経済産業局電力・ガス事業北

陸支局では、産業観光を新たな地域産業とすべ

く、高岡銅器・漆器等の伝統産業を中心とした

ものづくり産業の「体験サービス」を軸とした

プラットフォームを構築し、一般観光資源と有

機的に結びつけ、新しい産業観光モデルを創成

するため、産業観光に資する企業及び関係者の

ネットワーク形成及び強化を支援しています。 

 当支援の一環として、ディスカッションフォ

ーラムを開催し、観光誘致の戦略やヒントを学

び、高岡市と他地域における新しい産業観光モ

デルの創成を目指していきます。 

 

１．日時  令和元年１０月１１日（金） 

      １３時３０分～１６時 

２．場所  ホテルニューオータニ高岡 4階 

      瑞竜の間（高岡市新横町 1番地） 

３．プログラム  

【第１部】講演 
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 講演１「高山市における海外戦略の取り組み

について」 

  高山市海外戦略部 部長 田中 明 氏 

 講演２「瀬戸市の伝統工芸品を活かした取り

組みについて」 

 瀬戸市地域振興部 部長 涌井 康宣 氏 

【第２部】ディスカッション 

 テーマ「新しい価値の創造；伝統技術を活か

した地域の魅力の創造」 

 ＜パネリスト＞ 

 高山市 海外戦略部 部長 田中 明 氏 

 瀬戸市 地域振興部 部長 涌井 康宣 氏 

 高岡市 産業振興部 部長 川尻 光浩 氏 

 ㈱能作 代表取締役    能作 克治 氏 

 ＜進行役＞ 

 プロジェクトマネージャー 山瀬 孝 氏 

 （㈱ジェック経営コンサルタント 代表取締役

社長） 

４．お申込み・お問い合わせ先  

株式会社ジェック経営コンサルタント 

ＴＥＬ．０７６－４４４－００３５ 

ＦＡＸ．０７６－４４４－１１３５ 

E-Mail.densan@jeckc.com 

下記より参加申込書をダウンロードいただき、

必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてお申込みく

ださい。 

https://www.chubu.meti.go.jp/e21shinsangyo

/190809/sangyo_kanko_discussion_forum_2019

fy.html 

 

◇ まちづくりセミナー開催のご案内 

 

 富山県商店街振興組合連合会では、まちづく

りセミナーを開催します。 

顧客ニーズの変化により、今後、商店街は、

地域住民、行政、各種団体等と連携し、社会的・

公共的役割の向上を促進し、少子高齢化などの

課題に対応していくことが求められています。 

 今回のセミナーでは、倒産したパチンコ店を

起業家支援のインキュベーション施設として再

生させ、若手開業者が新規出店し来街者を呼び

込むとともに、商店街内の空き店舗を解消させ、

店舗数を増加させた奈良県の奈良もちいどのセ

ンター街協同組合の松森 重博 氏をお招きし、

地域に求められる店づくり・商店街づくりの手

法を学びます。 

入場は無料です。多数のご参加をお待ちして

おります。 

 

１．日時  令和元年１０月１６日（水） 

      １４時～１５時３０分 

２．場所  富山県民会館６階 611号室 

（富山市新総曲輪 4-18） 

３．内容  

 「ピンチをチャンスに！！～奈良もちいどの

センター街 夢ＣＵＢＥの実践～」 

 講師：松森 重博 氏（奈良もちいどのセンタ

ー街協同組合 理事長） 

４．定員 50名 

５．お申込み・お問い合わせ先  

富山県商店街振興組合連合会事務局 

（富山商工会議所中小企業支援部内） 

ＴＥＬ．０７６－４２３－１１７２  

ＦＡＸ．０７６－４２３－１１７４ 
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